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アフマド・ラシード 

パキスタン ジャーナリスト 

２０１０年４月１日 

 21 年間のアフガニスタン取材に基づくラシードさんの著書『タリバン

ーイスラム原理主義の戦士たち』（2000 年刊）は22言語に訳され世界的

なベストセラーになった。いまアフガニスタン、パキスタン情勢を聞く

には、これ以上のジャーナリストはいないだろう。そのラシードさんが

米軍撤退後のこの地域の危険性を憂慮し、以下の点を指摘した。 

 2011 年 7月の米軍撤退を読み込んだ形で、インド、イラン、パキスタ

ン、中国など周辺国がそれぞれの思惑を描き始めていることに注意を向

けるべきだ。放置すれば、この地域に大きな悲劇がもたらされかねない。

米軍撤退までのこれからの 16カ月は重要で複雑な時期だ。タリバンも勝

利しているとはいえ、長期戦で消耗している。国際社会からの支援なし

での政権復帰を望んでいるわけでもない。だから第１に、オバマ政権が

タリバン指導部と話し合いをすることが重要だ。第２に、アフガニスタ

ンへ巨額支援をし、周辺国とも関係良好な日本に，各国がアフガニスタ

ンに干渉しないという統一行動計画を推進する役割を期待したい。 
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9 年ぶりに日本を訪れることができました。

うれしく思っています。懐かしい旧友の方々の

お顔を拝見することもでき、大変喜んでおりま

す。日本のプレスの方々のことはよく存じてお

ります。 

短く、まずアフガニスタンについて、それか

らパキスタンについて、冒頭の発言をいたしま

す。その後、日本の政策について少し語りたい

と思います。この 2つの国に対して日本は何が

できるか、何をするべきかということについて

も話したいと思います。 

アフガニスタンに関しましては、4 つ、申し

あげたいと思います。 

まず軍事情勢、次に外国情勢、タリバンとの

協議ということも含めてであります。次にアフ

ガニスタンをめぐる地域情勢、それから、カル

ザイ氏というのは効果的な人物なのかどうか、

ということにまつわる問題についても。 

ご存じのように、残念ながらブッシュ大統領

のもとで、アフガニスタンというのは一度も真

剣に取りあげられるということがありませんで

した。したがいまして、十分な資金が投じられ

るということもなく、また安全保障、治安を守

るために十分な兵力を割くということもなされ

ず、経済開発のための十分な支援もなされませ

んでした。その結果、2003年以来、アフガニス

タンのいろいろなところにおきまして、タリバ

ン系の内乱といいますか、反乱が起こるように

なりました。 

 

34州のうち30州がタリバン支配 

 

したがいまして、オバマ政権になりましてか

ら、アフガニスタンに対しましては、より大き

な焦点が当てられるようになりました。兵力も

多く投入されるようになり、民生部門の専門家

たちもよく派遣されるようになり、統治のガバ

ナンスを改善するための努力がなされるように

なりました。それから、米軍とＮＡＴＯ軍との

間に非常に大きな連帯といいますか、ユニティ

が生まれております。 

タリバンは相当勢力を伸ばしつつあります。

いまでは 34州中の 30州において、タリバンは

勢力を伸ばしております。30州におきましては、

いわば影の政府といいますか、影の行政当局と

いうのがタリバンによってつくられております。

米軍は、増派をいたしました。まずヘルマンド

州から始まりましたけれども、それ以外の州に

もそれを拡大していって、本当にタリバンを押

し戻すのには、１年ぐらいかかるとみられてい

ます。 

アフガニスタン情勢には 2つの変化が生まれ

ております。1 つは、米軍とＮＡＴＯ軍による

新しいテロ対策がとられております。これまで

のように、ただただタリバンの兵士を殺せばい

いというような対策ではなく、初めてアフガニ

スタンの市民、アフガニスタンの国民たちを守

るということに、焦点が向けられるようになり

ました。これが第１の変化であります。 

2 つ目の変化というのは、米軍の増派で、ア

メリカ軍とアフガニスタンとが一緒になり、い

ってみれば既製品の、すでに仕立てあげられた

行政の核ができるようになりました。これまで

には、全くガバナンスが存在していなかったよ

うな地方におきましても、きちっとしたらコン

トロールが果たされるような、そういったレデ

ィメイドな行政当局というのが蘇生されるよう

になりました。 

それと同時に、開発のためのお金も相当投入

されるようになりました。また、インフラのた

めの資金も投入されるようになりました。ここ

9 年間、全くなされておりませんでした、公務

員のための訓練にも、資金が投入されるように

なりました。 

それからまた、アフガニスタンにおける治安

部隊といいますか、そういった部隊を増強する

ための努力も早急になされております。まず 13

万人のアフガニスタン陸軍を増設するというこ

と、それから、警察官を 9万人訓練するという

ことで、急テンポでそういった準備が進んでお

ります。 

それからまた、機材及び訓練のための資金、

そういったものも相当投入されております。ロ

ジスティックス面での改善も極めて著しいもの
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があります。 

しかしながら、こういった努力の中で一番大

きな弱点があるとすれば、それは時間というこ

とでありましょう。なぜならば、アメリカ軍は、

2011年の7月までには撤退を果たしたいという

計画を持っております。 

ということは、この 9年間、全然手をつけら

れることのなかったことを、いま申しあげたよ

うにいろいろ取り組もうとしているが、それを

全部、16カ月の間にやらなければいけないとい

う、大変な問題を抱えているということなので

す。 

 

周辺6カ国などの干渉の可能性も 

 

このアフガニスタンは、6 カ国と国境を接し

ております。こういったアフガニスタン周辺の

地域の国々は、とにかく、アメリカはいなくな

るということを信じているわけであります。も

ちろん、アメリカの撤退というのは、1 日にお

いてなされるわけでもなく、1 年でも撤退とい

うのは完了しないでありましょう。ある兵力は

例えば 4 年、5 年、あるいはもっと長く残ると

いうこともあるでしょう。しかしながら、アフ

ガニスタンの人たち、またタリバン、それから

隣国の人たちは、危険な思いもしますが、アメ

リカ人はとにかくいなくなるのだということを

信じているわけです。 

アメリカはとにかく撤退する。いずれいなく

なる。そのため自分たちはこのアフガニスタン

の将来に関して、自分たちなりの計画を立てな

ければいけない、ということを考えるようにな

っているのです。自分たちなりのプランという

ことは、いってみれば、アフガニスタンに対す

る干渉のための計画ということであるかもしれ

ません。危険なことですが、そういう考えを持

つに至っております。 

ということで、アメリカのアフガニスタンに

対する目的というのが変わってきたのでありま

す。アメリカが持っております目的というのは、

とにかく戦争を終結させるということです。ア

フガニスタンに民主主義をもたらすということ

でもなければ、タリバンを負かすということで

もなく、とにかく戦争を終結させるというとこ

ろに目的があるのです。 

戦争を終結させるためには、何とかタリバン

と話し合わなければならない。政府にしろ、ア

メリカにせよ、タリバンと話をして何らかの政

治的な和解、政治的な解決を求めていかなけれ

ば、戦争は終わらないのです。 

しかし、現在、オバマ政権は、旧タリバン兵

士たちをアフガニスタンの中に｢再統合｣すると

いうアイデアを支持しております。下級の兵士、

あるいは司令官、そういったような人たちに武

器を捨てさせる。武器を捨てるということであ

るならば、彼らの｢再統合｣ということを許そう

というラインをいっております。 

しかしながら、アメリカ政府はいわゆる

Reconciliation（和解）ということはサポート

しないといっております。｢和解｣というのはど

ういうことか。それはローレベルではない、ト

ップレベルのタリバンの人たちと話し合い、そ

して和解をするということです。けれども、ア

メリカは、そういう｢和解｣は支持しないといっ

ています。 

アメリカ流の考え方はどういうことかとい

うと、とにかく向こう 1年かどれくらいかわか

りませんが、とにかく 1年ぐらいは軍事的な成

功をはかる。タリバンを押し戻し、タリバンの

強さを減じさせる。兵力の数においてもタリバ

ンの強さを減じさせる。そして、その後で1年

ないしは 1年半ぐらいたったところで、初めて

タリバンと話をできるであろう、と。これがア

メリカの持っている考え方のラインであります。 

私は、いまタリバンと話し合わなければなら

ないと思っております。私は、欧米あるいは西

側諸国のポリシーというのは、話し合いをしな

がら、戦いながら、ということでなければなら

ないと思っております。 

結局のところ、アメリカはベトナムでもそう

したではありませんか。あるいは北アイルラン

ド問題でも、ユーゴスラビア紛争でも、結局は

西側軍というのは、話をしながら、戦いながら

ということをやってきたではありませんか。と
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にかく大事なことは、いま話し合いを始めると

いうことです。 

カルザイ大統領もそういったことをいま始

めつつあります。アメリカを説得しながら、い

まこそ話し合わなければならないのだというこ

とを話しかけております。何とならば、最後の

ときまで話し合いを待つということになります

と、結局は大パニックが起こってしまいかねな

いからです。この地域におきましても、あるい

はアフガニスタンの国民の心の中にもパニック

的な状況が起こってしまって、適切な合意とい

うのが結ばれない可能性があるからです。 

いくつか秘密裏に協議が行われているとい

うことはあります。例えばカルザイ家のファミ

リーのメンバーが、タリバンのリーダーの何人

かとサウジアラビアで話をしたということもあ

ります。それから国連とタリバンが話をしてい

るということもあったりいたします。けれども、

何といってもアメリカが乗ってこなければ、こ

のような会談は成功する見込みがありません。

タリバンはアメリカと話し合いたいといってい

るのですけれども、現在のところ米国はそれを

拒絶しております。 

それでは、3 つ目のトピックに入ります。要

するに地域情勢ということです。なぜいま、話

し合うことが大切なのかという問題であります。

いま、この地域に存在している主要国は、すべ

てそれぞれ計画を練って、準備を整えていると

ころであります。アフガニスタンの情勢にどう

いうふうに干渉をしようか、あるいはどういう

影響力を行使しようかということでいろいろ準

備をしているわけです。覚えておられると思い

ますけれども、1990年代に内戦があったときに

は、地域内の各国の思惑というものが火に油を

注いだという感じでありました。 

パキスタンはすでにアメリカに対しまして、

何らかの調停、仲裁がなされるときには、パキ

スタンは必ずや中心的な存在でなければならな

い、ということをいっております。パキスタン

はすでにカルザイ側といろいろと話を始めてい

たタリバンのリーダーたちを、何人か逮捕して

おります。パキスタンが要求しておりますのは、

アフガニスタンの中からインドをすべて排斥し

なければならないということであります。アフ

ガニスタンの中にインドが存在するということ

を、パキスタンは非常に恐れているのです。 

イランもみずからの要求を持っており、アフ

ガニスタンに対して影響を行使したいと思って

います。ロシアも、それから中央アジアの各国

もそれぞれアフガンの北部にみずからの影響力

を行使したいと思っているのです。ですから、

早く交渉を、いま始めませんと、こういった地

域内のすべての国々が、それぞれの思惑を持っ

て、それぞれの要求を持っているわけでありま

すので、その地域内の各国が破壊的な圧力をア

フガニスタンの中でどんどん積み増していって

しまうかもしれない。そういう大変危険な状態

にある。いま話し合いを始めておかないと、そ

うなってしまうということを恐れています。な

ぜならば、アフガン国内に、これらの地域の各

国はそれぞれロビーイング組織などを有してい

るからであります。 

 

タリバンも国際社会からの｢隔絶｣恐れる 

 

タリバンの側でも、いま交渉したほうがいい

と思っている人はたくさんいると思います。な

ぜかれらは交渉に賛成しているのでしょうか。

第一に、そもそもの戦いの初めから考えれば、

30年の長きにわたって、あるいは今回の戦争と

いうことに限れば、9 年間もずっと戦い続けて

いるわけで、タリバン側も相当疲れ果てて、消

耗しきっているということがあります。多くの

人命を失いました。それからまた、タリバンの

本拠地というのは、イランとかパキスタンにあ

るわけですけれども、そういった周辺の国に自

分たちがいいように操作されるということにも、

もう相当嫌気がさしているということもありま

す。 

このまま交渉しないで、18カ月とか、2年間

とか、ずうっと戦い続け、そしてその後でたと

え権力を握ったとしても、その時点においては

完全に自分たちは国際社会から孤立した存在に

なってしまうであろう、ということを認識して

いるからです。そうなりますと、開発のための
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支援も来なければ、開発が起こるということも

ない、そういう孤立した状態になります。だっ

たら、みずからが政治的に国際社会から完全に

隔絶した存在として政権を握るよりは、カルザ

イ派と連立を組みながら、実際に国づくりをや

っていく方が政治的にはベターではないか、と

認識しているのです。 

 

国際社会は早急に話し合いを 

 

ですから、国際社会は、可及的速やかにタリ

バンと話し合うということについての決定を下

さなければならない。いま話し合いをしないと、

アフガニスタンをめぐる地域的な問題というの

が、どんどんより悪くなっていってしまうとい

うことを恐れます。すでに緊張関係はそれがな

くても高まっている。インド・パキスタンの間

で、緊張関係はすでに高まっております。伝統

的なカシミールをめぐる問題だけではなくて、

いまではカブールにどれだけの影響力を行使で

きるかということをめぐって、インド・パキス

タンの間に緊張が高まっております。 

アメリカとイランの間には、もちろん、核問

題があるわけですけれども、それ以外にもアフ

ガニスタンをめぐっての対立があります。です

から、いままさに国際社会は、タリバンと話し

合うかどうかということの決定を迫られている

のであります。 

次に日本がアフガニスタンに提供でき得る

支援、それから日本の役割について話します。 

2002年に、私が東京へ来たときに非常に驚き

ました。国会におきましても、マスコミにおき

ましても、あるいは普通のまちの人々の場合で

あっても、アフガニスタン問題に関し熱心に議

論をされ、また知識を有していた。高い関心を

抱いていたことに、私は本当に驚きました。 

ところが、今回来日して、またびっくりいた

しました。アフガニスタン、あるいはアフガニ

スタン周辺の地域に関して、全くいま申しあげ

たような知識といいますか、関心というか、議

論というか、それが完全に欠落している。そう

いう事実にびっくりいたしました。 

世界の中でも、この地域は最も危険な地域な

のです。核兵器はあるし、テロも行われている

最も危険な地域なのに、国会におきましても、

マスコミにおきましても、それから一般国民の

認識という意味におきましても、アフガニスタ

ンに対しては全く関心もなければ議論もされて

いない。まことに危険なことだと思います。 

日本のメディアの方々というのは、本当に昔、

アフガニスタンをよく取材されました。昔はパ

キスタンに来られたりすると、私を随分取材さ

れた方もいたのですけれども、いまはほとんど

日本のマスコミというのは、そういった地域の

取材をなさらないという事実に、私は本当に悲

しみを覚えております。日本のメディアがいま、

あまり取材をなさらないというのは残念なこと

です。 

現在のアフガニスタンの状況について、それ

から日本がこれについて何をしているのかとい

うことにつきまして、大多数の日本国民が知っ

ていない。これが大きな問題だと思っておりま

す。日本はアメリカに次いで、世界で 2番目に

大きな、アフガニスタンに対する援助供与国で

あります。計画によりますと、向こう 5年間、

年額 10億ドルを、アフガニスタンに日本は提供

するのです。 

ＪＩＣＡが、私が申しました必要とされてい

る主要な分野すべてに対して、日本の援助とい

うことで進出されまして、いろいろの働きをし

ておられます。9 万人の警察官が訓練されると

いいましたけれども、6 カ月にわたる警察官の

給料はＪＩＣＡが支払う。治安面におきまして

も、日本の支援は大きいわけであります。イン

フラ整備にしましても、社会開発にしましても、

ガバナンスの改善にしましても、私がいったア

フガニスタンが必要としているあらゆる主要な

分野において、日本は大変大きな貢献、大きな

支援をしています。にもかかわらず、日本の国

民はそれを知らない、それを知らされていない

というのが、大きな問題だと思います。 

ＪＩＣＡのトップには緒方貞子さんがおら

れます。アフガニスタンとの関係、あるいはカ

ルザイ大統領を通してのリーダーシップとの関

係ということでは、ほかの欧米諸国が全くもう
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追いつくことができないほどの方です。豊かな

アフガニスタンとの関係、そして知識を持って

おります。 

緒方さんが最初にアフガニスタンにかかわ

ったのは、難民高等弁務官のときです。あれは

タリバンの時代でしたけれども、そのときにア

フガニスタンにかかわられました。そしてカル

ザイ大統領と知り合われ、そして 2001年の東京

でアフガン支援のための国際会議開催にも尽力

しました。 

ということで、緒方さんというのは、西側の

どのようなリーダーよりも、あるいは援助機関

よりも、高いレベルの知識と深い経験を持って

おられるのです。アメリカのだれよりも、イギ

リスのだれよりも、あるいはアジアも含めて世

界の主要国のだれよりも、この問題では比類な

きレベルの知識と経験を有しておられる方なの

です。 

なぜこういうことをいうかといいますと、こ

れからの 18カ月というのは、ものすごく複雑な

ときになると思うからです。緊張に満ちたとき

にもなりましょうし、困難に満ちたものにもな

ると思います。その向こう 18カ月の間、何とか

して道をみいだしてほしい。ＪＩＣＡのこの巨

額な支援資金が、政治的な協議に、開発に、そ

してガバナンスの向上にと、効果的に向かうよ

うなよりよい道というのをみいだしていかなけ

ればならないと思うからです。いずれ、1 年半

もしますとアメリカは撤退を始めます。それま

での間に、何とかアフガニスタン情勢の進捗実

現のために、何とかよい道をみいださなければ

ならないからです。 

 

日本に期待したい大きな役割 

 

ここで、日本は非常に大切な役割を果たせる

と私は思っております。 

世界の中でも、日本ほどアフガニスタンを取

り巻く地域の諸国と、大変良好な関係を持って

いる国は珍しいのです。日本はイランとの関係

も良好です。パキスタンにとりましても、大き

な友好国です。中国ともよい関係を持っていま

すし、中央アジアのそれぞれの国に対しまして

も、日本は最大の援助供与国となっています。

パキスタンにとっても、日本は2番目に大きな

援助供与国であったと思います。 

あのアフガニスタン周辺の地域の諸国全部

をカバーするネットワークを、日本は持ってい

るということなのです。ですから、駐アフガニ

スタン日本大使、あるいは駐パキスタン日本大

使、そういった外務省の方々の努力も含めまし

て、地域の国々を結集し、いってみればアフガ

ン問題には干渉しないという統一行動計画、あ

るいは統一行動プレッジ、そういったものをま

とめあげることができる。そういう役割を担え

るのが日本だと私は思うのです。 

最後に私は、日本がこうするべきだと思って

いる一点について申しあげたい。アフガニスタ

ンにおける日本の存在感を、もうちょっと増強

する努力をなさるべきだと思います。アフガニ

スタンの国民のなかには、これだけ巨額の支援

を日本がしているということを知らない人も多

いのです。ですから、アフガニスタンの国民に

対しまして、例えば警察官の給料にせよ、ある

いはその他の治安に関する事がらにせよ、開発

にせよ、これだけの巨額の支援金が日本から来

ているんだということを認識させるということ

は、とても大事なことだと思います。そうすれ

ば、それだけシビルソサエティーが強さを持っ

て、カルザイ大統領に対して、ロビーイング活

動をして、よりよい政府、よりよいガバナンス

を持つことができるように動くことができる。

そう思うのであります。 

なぜかといいますと、要するにアフガニスタ

ンの人たちがやっている戦いの一つというのは、

こういうことなのです。どういうふうにすれば

カルザイ大統領を責任あるパートナーとして、

よきガバナンスを向上させるというところへ持

っていくように仕向けられるか。どうやって例

えば市民社会などが、大統領をそちらの方向に

動かすことができるか。それを求めるというの

が実は大きな戦いのひとつなのです。 

ひとつのやり方というのは、やはり市民社会、

シビルソサエティーが強くなるということです。

市民社会が意識を持って、カルザイ大統領に対
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してロビーイング活動をし、責任のある、より

よいガバナンスを求めて行動してください、と

動きかけていくことが、私は非常に重要だと思

います。市民社会が強力になるように、日本が

これまでの支援、あるいはこれからするであろ

う支援に関しまして、もっと広報活動といいま

すか、存在感を高める。それを日本はもっとな

さるべきだと思います。 

次に少しパキスタンについて語りたいと思

います。いまの段階でいうならば、アフガニス

タンよりもパキスタンというのはより複雑で、

より危険な状況になっている。景気後退が大変

厳しい度合いになっている。私は、ラホールと

いうところに住んでおりますけれども、きのう

は停電が 1日で 20時間でした。電気の供給があ

ったのがたった4時間です。経済の危機に見舞

われており、エネルギー危機にも襲われており

ます。インフレも大変進行しております。 

 

政治的危機のパキスタン 

 

それから、パキスタン内のタリバンは、パキ

スタンの中でいろいろなテロ行為を起こしまし

て、政府転覆を図っております。また、インド

との関係も大変緊張に満ちたものです。前に述

べたようにカシミール地域に限らず、アフガニ

スタン関係へと緊張は拡大しているのです。 

最後にいいたいのは、政治危機が非常に厳し

くなっているという点です。政治的な危機とは

どういうことかといいますと、軍と、それから

軍ではない民生といいますか、背広組の政府、

この両者の間の政治危機であります。 

パキスタン人というのは、生まれてから人生

の半分ぐらいを、軍事政権といいますか、軍の

コントロールのもとですべて経験してきたとい

うような歴史を持っている国であります。軍と

いうのは、パキスタンの中で最も強力な制度、

機構、組織であります。そして、軍と民生政府

との間で、支配権をめぐって緊張関係が常に生

まれている状況です。 

軍は、外交、安全保障、これに関しては自分

たちにやらせろという気持ちを持っております。

民生政府が、そういったことに役割を果たすと

いうことは全く望んでいない。 

今回は、新しい要素があります。それは司法

であります。司法も、軍と政府の間の戦いに参

入してきました。しかも今回は、司法は軍の側

に立っての参入であります。ですから、民生政

府対軍＋司法という、そういう政治的な対立状

況になってきております。2週間に１回ぐらい、

この 3者の間で危機が生まれております。この

3 者の間で危機が生まれるということが、不安

定の源になっています。 

私は、パキスタンには構造的な問題が 2つあ

ると思います。1 つは、ナショナルアイデンテ

ィティーという問題です。我々は何ものなのか

という意識が、この 60年間でまだ確立されてい

ないのであります。まだ非常に辺境な地方みた

いな、自分のところだけが大事であるというよ

うな考えもはびこっております。民族対立とい

うこともあるし、宗教的な対立ということもあ

ります。 

イスラム教だとはいいますけれども、タリバ

ン流のイスラム教なのでしょうか。それとも、

スンニー・イスラム教なのでしょうか。非常に

精神主義的なイスラム教なのでしょうか。軍が

持っておりますパキスタンのアイデンティティ

ーというのは、反インドです。インドに反対す

るということなのですが、これは決してパキス

タンの国民にとってポジティブな意味での役割

を果たせるアイデンティティーではありません。 

構造的な問題としては、国家安全保障をどう

定義するかという問題があります。パキスタン

の歴史において、この国家安全保障の定義とい

うのには、2つの潮流がありました。1つは、軍

による定義であります。軍による定義は、国家

安全保障というのは、もう、とにかく使えるだ

けのお金は全部軍備に投入する。敵国というの

はインドである、外交というのはすべてインド

を排除するというところからスタートしなけれ

ばならない。すべての外交政策を規定するもの

はインドという要素であるというような性格の

ものなのです。隣国との関係にせよ、あるいは

貿易相手国との関係にせよ、対米関係にせよ、

すべてを規定するものはインドである、そうい
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う定義の仕方が軍の定義であります。 

2 つ目の定義というのは、これはほとんどの

パキスタンの政党が持っている考え方であり、

また民生政府が持っているもの、あるいは市民

社会が持っているもの、それからマスコミが持

っているもの、あるいはリベラルな人たちが持

っているような定義の仕方であります。すなわ

ち、国家安全保障というのは開発であり、教育

である。そして、よりよい保健衛生が国民に提

供されるということであり、隣国との関係をよ

くするということであり、隣国とちゃんと貿易

をするということです。それが国家安全保障で

あるという定義なのです。 

常にパキスタンの歴史においては、この 2つ

の潮流がせめぎ合ってまいりました。そして、

そのせめぎ合った結果、まだ固まった定義とい

うのがないという状態なのです。軍のほうでは

民間人、シビリアンに対して定義をさせるなど

ということは絶対にしたがらないし、また民間

のほうでも、軍が考えている定義は、パキスタ

ンを進歩させるという観点からすれば、あまり

に狭過ぎるではないかと批判をしています。 

この問題はアフガニスタン問題にも関係し

てくるわけであります。もちろん、パキスタン

はアフガニスタン問題に関して交渉のテーブル

につきたいし、アフガニスタン問題に関して、

我々自身が関心を有しているというのはそのと

おりであります。カブールとタリバンとが、何

らかの調停、仲裁を行うというときに、我々も

ある種の役割を果たすということ、それは当然

でありましょう。けれども、ほかの関連国、例

えばイランとか、インドとか、中央アジアの諸

国とか、そういった国々の利害関心というもの

を犠牲にして、我々がすべての面において役割

を果たすということは、これはできない相談で

あります。我々はそういったことすべてを要求

するということはできないわけであります。で

すから、このことはいずれアメリカ及びＮＡＴ

Ｏ軍が、タリバンと話し合うということに合意

したときに、非常に大きな問題になるでありま

しょう。 

すなわち、パキスタンの役割というものをど

のようにして穏健なものに持っていくことがで

きるか。それからまた、ほかの国々が持ってい

る利害関心、ほかの国々が持っている影響力、

そういったものがたくさん存在する中で、パキ

スタンはどのような役割をその中に当てはめて

いくのか。そういうことをみずからみいだして

いく必要がある。これが非常に大きな問題にな

ると思われます。 

 

 

質疑応答 

 

司会（脇祐三企画委員・日経論説副委員長） 

ラシードさん、どうもありがとうございました。 

パキスタンとアフガニスタンというのは、個々

に、全く別個には考えられない部分もあると思

うのです。まさにラシードさんが言及されたよ

うに。で、そのパキスタンの中のシビリアンの

政権と、軍の不一致というか、それがアフガニ

スタンの現実の情勢に何か具体的に投影してい

るというようなことはあるんでしょうか。 

 

ラシード 非常に大きく投影をしていると

思います。軍事政権だった時代、すなわちムシ

ャラフ大統領時代には、カルザイ大統領との関

係は非常に悪かった。当時、アフガニスタンの

タリバン系のリーダーの人たちというのは、み

んなパキスタンに住んでおりましたので、当然、

カルザイ大統領は、非常にそのことを不快に思

っていたという事情がありました。 

民生政権が誕生してからは、カルザイ大統領

とザルダリ大統領との関係は、個人レベルでは

非常に良好になっております。しかしながら、

パキスタンの軍とアフガニスタンとの関係は非

常によくない。そういう情勢になっています。

ですから、パキスタンの中に不一致があるとい

うことは、大いにアフガニスタンの情勢に関係

してしると思います。 

 

司会 その関係ですけれども、かつてのよう

にパキスタン軍、特にＩＳＩというんですか、

統合情報局がタリバンに対しても、一定の影響
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力を持っている、あるいは連携しているという

ような要素はまだあるんでしょうか。 

 

ラシード それはあると思います。要するに、

統合情報局というところは、アフガニスタンの

タリバンを使って、未来のアフガニスタンにお

いて、パキスタンの持つ利害関心が必ずや反映

されるようにそれを担保したいと考えているわ

けです。要するに、ＩＳＩ自身の利益のために

も、またパキスタンの利益のためにも、アフガ

ニスタンのタリバンを使いたいという気持ちを

持っているわけです。 

でも、これは非常に危険なことです。なぜな

らば、そのようなやり方というのは、インドは

到底のめない話でありましょう。イランだって

そんなことを受諾するわけではない。地域の

国々が望んでいるのは、安定的なアフガニスタ

ンを望んでいるということです。ただ一国のみ

が、例えばパキスタンという一国のみが 100％

の影響力を行使するなどということは、周辺国

にとってはのめない話であります。ですから、

民生政権が何らかの役割を果たし、軍が持って

いるこの立場というものを、ある程度穏健化で

することを私は願っています。 

 

司会 はい、どうも追加のコメント、ありが

とうございました。それでは、Ｑ＆Ａに移りた

いと思います。質問がおありの方は挙手のうえ、

発言していただけますか。 

 

質問 最初はパキスタンに関する質問です。

アメリカの姿勢が若干変わってきたというふう

には感じております。軍事的な面での支援より

も、これからは民生部門に対する支援を強めた

いというふうに姿勢が変わってきたと思われま

す。けれども、パキスタンでも大変な議論にな

った案件もありましたが、パキスタンの開発と

いうことに関して、アメリカの態度、アメリカ

の姿勢は本当に変わったんでしょうか。これが

第 1の質問です。 

第 2の質問は中国に関してです。中国もアフ

ガニスタンの開発、アフガニスタンの将来とい

うことには多大なる関心を寄せているといわれ

ます。アイナックの銅山開発に 10億ドルの投資

をするということが報じられております。アフ

ガニスタンの未来に対して、中国はどんな役割

を果たすとお考えでしょうか。 

 

ラシード オバマ政権がブッシュ大統領時

代よりも民主的なプロセスに対して、より積極

的であるということは明白であります。ブッシ

ュ大統領は、軍事政権のムシャラフでいいとい

う態度でした。 

で、オバマ政権の目からみますと、いまのシ

ビリアンガバメントというのは、しかしながら

弱い、弱体政府であるということなのです。外

交政策をコントロールもできていないし、アフ

ガン問題についてもコントロールできていない

ということは認識しています。でも、非常に心

広く、強く、いまの民生政権をサポートしよう

という態度です。そういう姿勢をオバマ政権は

持っていると思います。 

初めて、開発のために向こう 5年間、年額 15

億ドルが投入される。ただし、テロとの戦いと

いうことでは、この金額とはまた別個に、軍部

に対して 20 億ドルが投入されるという状況で

はあります。 

ムシャラフ時代の問題は何だったかといい

ますと、お金がどんどん投入されたんですけれ

ども、それが 100％軍のほうに行ってしまった

ということなのです。全く民生部門の開発案件

にはお金が流れなかった。それが問題でありま

した。 

ですから、私は、いまのアメリカ政府は、パ

キスタンの民主的なプロセスということにコミ

ットはしていると思います。ただ、アフガニス

タン問題ということになりますと、オバマ政権

の人も、どうしても軍のほうへ行って話をする

しかないわけです。なぜならば、軍人のみがカ

ードを握っているという状況だからです。タリ

バンの所在についても知っているのは軍だし、

とにかく軍が何でもカードを握っているという

状態であります。民間人、あるいは非軍部の人

たちというのは、全くカードを握っていないの
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で、アフガン問題ということになると、オバマ

政権といえども、やはり軍と話をせざるを得な

いという状況です。 

次は中国です。中国というのは、アフガン支

援ということに関しましては、世界でも最も支

援額の少ない国なのです。インドよりも少ない

し、イランよりも少ないし、ひょっとしたらパ

キスタンの支援額よりも、中国のアフガニスタ

ン支援額というのは少ないのではないかと思わ

れます。あれだけの大きさの国でありながら、

治安部隊を増強するということにも全然役に立

つようなことをしていない。この地域を安定化

させるためのポテンシャルな力として非常に大

きいものを、中国は有しているにもかかわらず、

この程度の援助しかしていないというのは、ま

ことに残念なことであります。 

中国は、地域周辺国とすべて良好な関係を持

っています。アフガニスタンとは国境を接して

いますし、イランともパキスタンとも非常にい

い関係を持っています。インドとの関係も大変

良好です。そういった中で、中国の援助額がこ

れだけ少ないというのは、国際社会にとりまし

ても、非常にいらだちを覚える現象ではあると

思います。 

銅山の契約案件についておっしゃいました

けれども、まあ、これは資源獲得のためという

ことで、それはそれで結構でしょう。資源が開

発されるということは、アフガニスタンにも役

に立つということでしょう。しかしながら、ア

フガニスタンがいま必要としているのは、もっ

と直接的な援助、直接的な支援なのです。政治

的に、外交的に、経済的に、いま必要とされて

いるのは直接的な援助です。 

 

質問 パキスタンにおいては司法がいまや

軍の側に立っているというお話がありました。

普通、民主化ということで常識的に思いますの

は、司法が駆動力となって、そして民主化が行

われ、民生政権が生まれるということが通常だ

と思います。パキスタンはなぜいまのような状

態になっているんでしょうか。 

 

ラシード 司法の努力、法律専門家、弁護士

たちの運動があって、ムシャラフ軍事政権が倒

れた。そこから総選挙があり、そして民生政権

が生まれたというのはそのとおりであります。 

ところが、ザルダリ大統領は就任してすぐに、

ムシャラフ政権時代に職を追われた判事たちの

名誉回復をいたしませんでした。6 カ月間にわ

たって、ザルダリ大統領がそれをしなくて、結

局、軍部がそれを行ったのであります。ですか

ら、いまやもう力関係が逆になったとでもいい

ましょうか、司法の人たちはザルダリ大統領よ

りも、軍部に対してより共感を覚えるというよ

うな情勢になってしまったのです。何か非常に

単純化したような答えで恐縮です。情勢は本当

はもっと複雑なんですけれども、しかしながら、

シンプルな答えというのはそういうことです。 

 

質問 9.11 の半年前にバーミヤンの仏像が

破壊されるという事件がありました。その直後

に、一度あなたにお会いして以来、何度か現場

でお会いしました。最初にお会いしたときに、

こんなことを言われました。タリバンは仏像を

破壊したけれども、必ずしも強行派だけじゃな

い。これから穏健派が巻き返していくんじゃな

いかという見解を述べられました。私もそうだ

と思って同感したんですが、アメリカ政府はタ

リバンに穏健派はいないということで、結局、

掃討作戦を続けていった。 

私のいまの認識では、タリバンの指導部に、

穏健派はいないのではないかと思うのです。も

ともと穏健派だった人間は、逃亡したり、ある

いは殺されたのではないか。あるいはアメリカ

の掃討作戦によって、むしろ逆に強行派に転向

したりしたのではないか。そういう中で、いま

タリバンと話し合うということが、果たして可

能なのかどうか。 

ラシード 同時多発テロの、あの時点におき

ましては、タリバンのリーダーシップには分裂

はあったと思います。ムッラー・ガーニーとい

う方、覚えておられると思いますけれども、当

時タリバン政権の首相格の人でした。あの人は、

まさに穏健派のリーダーだったと思います。国
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連とも話をしておりました。ところが、その 3

カ月後に、パキスタンで癌でなくなってしまい

ました。タリバン系の人たちのなかには、実は

パキスタンによって毒殺されたんだということ

をいう人もおります。穏健派であったがために、

毒殺されたなんていっております。 

あなたがおっしゃったとおりでありまして、

現在のタリバンのリーダーシップに穏健派はい

ない。それはそのとおりだと思います。いまの

タリバンのリーダーシップというのは、非常に

イデオロギー的に凝り固まっております。非常

に意志はかたい。アルカイーダを非常に信用し

ているとか、グローバル・ジハードということ

を信じているとか、そういうことではありませ

んけれども、シャリア法典を信じ、そしてアフ

ガニスタンにおけるジハードということを信じ

ています。アメリカ人を追い出せ、ということ

を信じている。そういった意味では、非常に凝

り固まった人たちであります。 

私がいっているのは、タリバンのリーダーシ

ップの中に存在する、強行派対穏健派みたいな

分断を利用するということではありません。も

うタリバンのリーダーシップそのもの全体を、

相手にして話し合わなければならないというこ

とをいっているのです。ムハンマド・オマルに

対する忠誠心というのはいってみれば、100％で

す。いまタリバンのリーダーシップは 100％、

彼に忠誠を誓っていると思います。もう完全に

指導者に対する忠誠心を持っていると思います。

ですが、私が話し合わなければならないといっ

ているのは、タリバンのリーダーシップそのも

の全体を相手にしなければいけないということ

をいっているのです。 

パキスタンで逮捕されましたナンバー２と

いわれておりますムーラ・アブドラ、彼なんか

は穏健派だと私は全然思っておりません。この

ナンバー２は、サウジアラビアを通して、ある

いは国連を通して、カルザイと話し合っていた

といわれております。けれども、それはタリバ

ンのシューラ、タリバンのリーダーシップの許

可のもとにカルザイと話し合っていたのであり

ます。1990年代といまとは状況というのは全く

違っております。 

ですから、もし対話をするということであれ

ば、タリバンのシューラ、リーダーシップ、指

導層全体を相手にしなければならないというこ

とだと思います。もちろん、指導部の中でも、

若干、立場の違いというのはあったりするだろ

うと思いますけれども、しかし、交渉するとい

うのであれば、基本的にはリーダーシップ全体

を相手にしなければならないと思います。 

タリバンのリーダーシップの中に、意見の違

いを利用して、分断をちょっと工作しようなど

ということをやってみたとしても、そんなのは

可能ではないと思います。ある意味でリーダー

シップ、シューラは、完全に結束をしておりま

す。しかも、このリーダーシップというのは、

いま、勝ちつつあるリーダーシップなのです。

彼らは自分たちのイメージでは、現在、アメリ

カよりも自分たちはより強いというふうに思っ

ているのです。テリトリーも支配しているし、

国民も支配しているし、また軍事活動で非常に

強いということを、彼らはわかっています。 

ですから、強さのポジションから、自分たち

は交渉できるんだということを、タリバンの指

導部は思っています。そして、そういった意味

では、彼らは結束しているのです。 

2000 年当時に、タリバンの指導層にありまし

た意見の分断というのは、オサマ・ビン・ラデ

ィンの処遇をどうしようかということをめぐっ

ての分断だったと思います。アラブ人をドロッ

プして、そしてアメリカ人に差し出すのかとい

うところが、一番大きな分断だったと思います。

けれども、いまはそのような分断というのは全

くありません。 

カブールで連立政権に入ろうということで

あれば、アラブ人のほうを何とかドロップして

いかざるを得ないんだということでは、タリバ

ンのなかで大体もう意見は同じになっていると

思います。もちろん、最後の最後までドロップ

するということではないかもしれませんけれど

も。しかしながら、カブールにおいてカルザイ

と一緒に手を結んでいこうということであるな

らば、アメリカ人とそれからカルザイなどと対

話をしていこうということであるならば、それ

はそうしなければならないというのが、タリバ
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ンの人たちの意見のようです。 

 

質問 イランが孤立してきた動きと合わせ

てでしょうか、イランのタリバンに対する軍事

支援、武器供与とか、それから軍事訓練なんか

の報道がしきりに目立ってきたと思うのです。

これまでのタリバンとイランの関係からいうと、

少しよくわからない点があります。まあ、敵の

敵は味方だといってしまえばそれでおしまいだ

と思いますけれども、ラシードさんはどんなふ

うにこれをご覧になっているでしょうか。 

 

ラシード おっしゃるとおりだと思います。

要するに、イランとタリバンというのは共通の

敵を持っているということだと思います。 

ただし、イランのタリバンに対する影響力と

いうのは限られたものであります。彼らが影響

力を行使しているのは、ヘラート中心のアフガ

ニスタンの西部のグループに対する影響力です。

これはある程度あるだろうと思います。しかし

ながら、イランのタリバン指導部全体、シュー

ラ全体に対する影響力というのは、これは限ら

れたものでしかないと思います。あるいは、パ

キスタンベースのタリバンに対する影響力とい

うのも限られたものでしかないと思います。 

確かに、アフガニスタンの西部のほうに限っ

ていえば、イランから軍事物資の供給を受ける

とか、食料、弾薬の供給、場合によっては兵員

の供給ということもあると思います。 

けれども、タリバンのようなスンニ派の原理

主義的なイスラムというのは、イランにとって

は中長期的にはあまり関係のないものでありま

す。いまはイランはアメリカから脅威を受けて

いるし、イスラエルからも脅威も受けている。

例えばイランを爆撃しようという話があるとか、

それからまた核問題をめぐっての確執があると

かいうことがあるので、そういう状況において

はタリバンのような同盟集団というのは、イラ

ンにとっては意味があるということだと思いま

す。 

イランにとりましては、アフガニスタンの西

部、中部の人々から幅広いサポートを得続ける

ということが大事なわけであります。この地域

は伝統的にイランが影響力を行使していた地域

で、経済的にも政治的にも影響力が大きかった

地域であります。ですから、アフガニスタンの

西部に持っております影響力が大事なのです。

そこではパキスタンをできるだけ排外し、ロシ

アもできるだけ追い出すようにしたい。そこは

アフガニスタンの中でもシーア派の人が住んで

いる地域なのです。その地域での影響力はぜひ

保持したいでしょう。が、タリバンの 100％を

味方につけるために、そういったことすらもあ

きらめてしまうなどということは、到底イラン

にとってはできないことであります。 

ですから、アメリカとの緊張関係がある限り

で、タリバンとの連盟というのは一時的なもの

だと思います。 

 

質問 質問は 2 つです。1 つ目は、先ほどの

ラシードさんのお話ですと、アフガニスタンか

ら米軍は撤退を始めなきゃいけない。それに備

えて、いま軍事的な攻勢をしているけれども、

同時にカルザイ大統領と、それからタリバンと

は連立政権を組もうと話し合いをしている。そ

の条件としては、アルカイーダを排除すること、

というようなお話のように聞こえましたが、そ

れをもう一回確認させてください。 

もう一つ。アフガニスタンと同時にパキスタ

ンに対して、各国がもっといろいろ助けなけれ

ばいけないという話しが、アメリカあたりから

出ております。その理由の一つに、パキスタン

内部にいるアルカイーダとタリバン勢力が、パ

キスタン軍の中に食い入って、パキスタンの核

がもし流出すると大変なことになるからだとい

われています。この意見についてはどう思われ

ますか。 

 

ラシード タリバンはカルザイと和平を結

ぼうということをもうすでにいっているとは、

私はいったつもりはありません。そうではなく

て、平和協定を結ぼうとするのであったならば、

タリバンを巻き込んでやらなければだめだとい

うことをいっているわけです。そうすれば、タ
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リバンの中のピースロビーのほうが、戦争を求

めるロビーよりも力を強くするかもしれない。

だから、国際社会はタリバンを巻き込んで、こ

の平和会談、平和協議をやっていかなければい

けないということをいっているわけです。タリ

バンにとっては、自分たちの未来を描く描き方

として、2つあるわけです。1つのやり方という

のは、とにかくアメリカが完全に撤退するまで

事態を待って、その後でカブールを奪還すると

いうことです。けれども、それではガバナンス

の問題は決して解決はされないわけです。全く

国際社会のサポートというのはない中で、カブ

ールを奪還しても、ガバナンスの問題の解決に

はならない。 

もうひとつのやり方というのは、タリバンが

アメリカとも、それからカルザイとも交渉しな

がら、アメリカが出ていくということにも備え、

それと同時にカルザイ派とある種のパワーシェ

アリング、権力を分かち合うということを何と

か考え出していくという道。この 2つがあるわ

けであります。しかしながら、この 2つの道の

どちらかがいま決まっているということではな

くて、全くオープンな 2つのオプションなので

す。問題は、国際社会はいま本当にタリバンを

巻き込む、タリバンとエンゲージしてやってい

くつもりになっているかどうかということなの

です。ですから、カルザイがタリバンと話をし

ているというだけでは、これは不十分でありま

す。アメリカがタリバンとも話し合わなければ

ならないわけであります。 

そういった協議が本当にできたところで、そ

れでは本当に平和裏に、カルザイとタリバンの

間である意味のコンセンサスを樹立することが

できるかどうか、それを初めて我々は試してみ

てみることができる。そうすれば、平和裏に戦

争が終結するということなのであります。 

確かに、アメリカは、アルカイーダと離別を

しなければだめだということを要求している。

そのとおりであります。しかも、アメリカは、

アルカイーダと決別しなさいということをいっ

ているだけではなくて、それを証明しろという

ふうにいっているわけです。でも、アルカイー

ダと離別したことを証明するというのはとても

難しいことであります。どうやってアルカイー

ダと決別したということを、皆さん、証明でき

ますか。アルカイーダというのはどこにでもい

るし、どこにもいないということもいえるわけ

です。ですから、唯一証明する方法は、オサマ・

ビン・ラディンを殺すということでありましょ

う。オサマ・ビン・ラディンを殺しましたよ、

だから、我々はアルカイーダとは完全に決別し

ましたよ、と、それがいえればいいんですけれ

ども、そうでなければ証明をするということは

できません。ですから、この問題は非常に複雑、

かつ難しい問題です。 

2 つ目の質問に、もう一ついいたいことがあ

るんですけれども、あなたがおっしゃった恐れ

というのは、ある意味で現実性のある恐れでも

あります。パキスタンにおきましてはその可能

性ということは現実な感覚としてとらえられて

おります。例えば、軍部、すなわち兵隊とそれ

からタリバンと、それからアルカイーダとが一

緒になって、例えば力を奪取して、もっと多く

の人々を殺すようになったらどうだろうという

話です。現実にそれが起こるかどうかというこ

とは、相当先のことだろうと思います。その相

当先の時点が来るまでに、状況を安定化する、

そして改善するという可能性はあるだろうと思

います。しかしながら、いまいろいろな状況を

みておりますと、決して我々が安心していられ

るという状況ではないということもあります。 

例えば、軍のいろいろな施設にテロ行為がか

けられております。実際に爆弾を身につけてテ

ロ行為を行うというようなことが、タリバンに

よって行われております。軍の内部の兵士によ

るある程度の情報ということがなければできな

いようなテロ行為。 

どういうところにどういう人が、どういう時

間にいるかというような情報がなければできな

い、というようなものがたくさんありました。

ですから、ラワルピンジの軍の司令部にいたし

ましても、それから、パキスタン各地にありま

すＩＳＩのオフィスに対する攻撃にいたしまし

ても、内部犯行というのがなければ実現できな

いようなものが多いわけです。あなたがいった

ような懸念、心配というのは、実際問題として
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あります。軍はある程度そういった過激派によ

って侵入されているということはあると思いま

すけれども、司令部そのものが侵入されている

とか、大幅に軍の中に彼らが内部に入り込んで

いるというような状況ではないと思います。 

 

司会 定刻は過ぎておるのですが、あと１問

だけとおっしゃっているので……。 

 

質問 小島と申します。メンバーでもないの

に、立ち上がって質問というかコメントするの

はまことに心苦しいのですが、2006年から 2008

年までパキスタン大使をしていた者として、１

点だけどうしても申しあげたいと思います。 

アフガニスタンにおける日本のプロファイ

ルということについてです。この点については、

ラシードさんもおっしゃったように、緒方総裁、

大変に立派な仕事をしておられる。それから、

吉川大使、ほとんど有力国の中で最初にイン

ド・パキスタン・アフガニスタン支援大使とし

て任命をされた。それから、現地にいる広木大

使、ＪＩＣＡ事務所長、毎日のように援助の開

発関係の大臣と施策対応している。それから、

現地の英独日の中でも、日本は非常に重要な役

割を果たしている。そういう意味では、プロフ

ァイルは非常に高い。日本の援助がアフガニス

タンでよく知られているかどうかということに

ついていえば、私はそれはわかりません。が、

私がパキスタンで大使をしていた経験から申し

あげますと、いろいろプロジェクトをやる場合、

やる前に Exchange of Notes という、リーガ

ルドキュメントにサインしますが、ほとんどす

べてのパキスタン紙はそれを写真入りで報道し

た。またプロジェクトが完成して、完成式典が

あると、これは必ずパキスタンのメディアが、

ほとんど全紙が報道する。地震復興支援でもそ

うでした。これはパキスタンでのことですが、

おそらくアフガニスタンでも同様のことが行わ

れていると思います。 

したがいまして、私は、日本の援助、日本の

存在がアフガニスタンにおいて低いというふう

には考えません。 

 

ラシード 結構です。ありがとうございまし

た。大使とは口論できません。（笑） 

 

司会 それでは、若干時間オーバーしました

けれども、ラシードさん、長時間どうもありが

とうございました。（拍手） 

（文責・編集部） 
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